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　親子関係が い か なる 状態に ある か は 子 どもの 成長 の うえで重要な要素に な っ て い る．本研究は，

人間形成の うえで 重要な要素をな して い る親子関係それ 自体を取 り上 げ， 父子関係と母子関係別に

息子 と娘に よ っ て それぞれ どうとらえ られ て い る の か （性差 ）をみ た もの で ある．

　結果 と して ， 父子関係で は 男女に よ っ て 違 い が あり， 男子 は 父が 自分 に対 し て統制的で厳 しい と

とらえ，女子は父が受容的でや さ しい ととらえる傾 向にある こ と．父子 関係 を親 子関係 の 型 別 で み

ると 「拒否的 自律型 （放任型 ）」， 「拒否型 」，「拒否的統制型 （残酷型 〉」で 男子 は女子 に比 べ て 多

くな り，女子で は 「受容的統制型 （過保護型 ）」，
「受容的 自律型 （廿や か し型 ）」が 多 くなる こ と．

　母子関係 で は 男子，女子 の 違 い に よ る 性 差 が 現 れ な い こ と．ま た母子 関係 を親 子関係 の 型別 で み

て も性差 は現れな い こ とが分か っ た．

　い ずれ に して も父 子関係 の 場合に は，母 子関係 とは 異 な り，父 一息子関係 と父 一娘関係 とが 違 っ

て い る こ とは確か で あ り， 世 に 言 う父が娘 に 甘 く息子 に 厳 しい とい うの は現実で あ り， リア ル な事

実で ある．
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目　 的

　親子関係は子 ども の 人間形成 の うえ で 重要 な要素 に

な っ て い る こ と は 言 うま で もな い こ とで あ る が ， 世 に

“
父 親は娘 に 甘 い

”
とか ，

“
親は男 の 子 に 厳 しい

”
とか

言われ ， 両親 の 子 どもに接する 態度が 息子 と娘に よ っ

て 異 な っ て い るよ うで ある． はた して それ は ム
ー

ド

的な もの な の か それ とも現実の 親子 関係 の 中で 真 に リ

ア ル な事実な のだろ うか ．

　本研 究 は，それ を子 どもの 意識 の 側 か ら検討 した

もの で あり， 自分 と親 との関係を子どもが どう意識 し

て い る か を父子 関係 と母子関係別に男女 間 で 比較検 討

した も の で ある．なお ， 親子関係を子 どもが ど う意識

して い る か に 関する性差に 基ずく研究は私が み た 限 り

で は あま り見 られ な い ．

方　法

調査 日 目寺 ：2004年6刀

調査対象 ： 名古 屋 文理 大学お よ び 同短 期大学部 の ユ年

　　　　　次生．男子 78名，女子 78名．

実施方法 ： 授業時間 に 親子関係診断尺度 EICA （日

　　　　　本 ・心 理 テ ス ト研究所）を配 り実施

親子関係診断尺度 EICA の構成因子
一

次因 子　　　 　　　　 二 次因子

情緒的支持 （ES ）　 受容性 （AC ＞対 拒否性 （RE ）

同
一

化 （ID＞
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統制 （CO ）

自律性 （AU ）

統制性 （CO ＞対 自律性 （AU ）

情緒的支持… ・
子 どもが ，父 （ま た は 母 〉 が 自分 を支

　　　　　　 持 し て くれ て い る と認 知す る傾向 を

　　　　　　 調 べ るもの ．

同
一

化… ・
子 どもが ， 自分の 父 （また は 母 ）が 自分

　　　　　 と
一

体 感 をもち，意識 の 底で 子 どもを親

　　　　　 自身と同
…

化 し ， 自分 の 延長 あ る い は分

　　　　　 身として 子 どもを認 知 して い る こ とを子

　　　　　 どももまた認 知 して い る傾向を とらえる

　　 　　 　 もの ．

統 　 制
・… 親の 子 ど も へ の 統 制 ， し つ け ， 訓 育 ， 勉

　　　　　 強 等 へ の きび しさを子 ど もが い か に 認 知

　　　　　 し て い る か を調 べ る もの ．

自 律 性 … ・
子 ど も の 人格 を認 め，自律性 を尊 重 し，

　　　　　 子 どもの こ とは 子 ども自身に任せ よ うと

　　　　　 い う親の 態度を子 どもが い か に認知 し て

　　　　　 い る か を調 べ るもの ．

親子関係の 9類型
…　　 受容型，拒否型，統制型 ，自律

型 ， 受容的統制型 （過保護型 ）， 拒否的統制型 （残酷

型 ），受容的 自律型 （甘やか し型 ），拒否的 自律型 （放

任型 ）， 平 均型 ．

親子 関係 の 9類型 は，図 1に 示す よ うに ，親子関係診断

尺度の 二 次因子 の AC 得点を横軸 ，
　 CO 得点を縦軸 と

す る円座標上 に父また は母 の 座標点 を求 め，そ の 座標

点が位置する領域 に よっ て 決 め られ る
D
．

図 1
， 親子関係の 9類型
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で こ

結 　果

　父 子関係に つ い て （表2），

一
次 因子 で は 「自律性 」

を除 い て 他 の す べ て の 因子 で性差が 現れた．「統制 」

は 男子 が 女子 に 比 べ て 有意に高 く， 男 子 は 女子 よ り親

の 子 ども へ の 統 制，し つ け，訓育，勉強 等 へ の 態度 を

厳 し い と認知 し て い る．「情緒的支持 」と 「同
一

化 」

は女 子が有意 に高 く， 女子は男子 よ りも ， 父 が 自分を

支持 し て くれ て い る と認知 し て お り，また 自分の 父 が

自分 と
一

体感 を もち ， 意識 の 底 で 子 どもを親自身 と同

一
化 し，自分の 延 長ある い は分身として 子 どもを認知

し て い る こ とを自分 もまた認知 し て い る．二 次因子 で

は 「受容性 対 拒否性 」で 性差 があ り女子 が 男子 よ り

有意 に高 く ， 女子 の 方 が 父 が 受容的 で あ る と と らえ て

い る．また 「統制性 」対 「自律性 」は 10％ の 低 い 水準

で は あ る が 男子 の 方 が 統制性が 高くな る傾向に あ る．

母子 関係に つ い て は （表 3），一
次因子，二 次 因子 とも

に性別 に よる有意な差 が ほ とんどな い ．

　表 4は親子関係 の 型別 に みた男子 と女子 の 人数を示

表 1 ， 調査対象者 平 均 （上段
一

平 均、下 段
一

分散）

自律 性 統制 同
一化 清緒的支持 統 制 性 受容性

男子

女子

7．9828
．67
．7826

．0

5．927
．26

．03228

6．01　 10．39　 13．88
21．5　 　 29ユ　 　 83．9

6，94　 1L76 　 13．81

26．4　 　 32．4　 　 66．9

16．476
．218

．789
．5

　 表 2 ，父子 関係 の 男女別比較

父子 関係 （上段一
平均， 下 段一分散）

自律性 統制 同
一

化 情緒的支持 統制性、受容性

男子 8．256924 ，669 ．015 ユ313 ，77
25．627 ．412 ．526 ．575259 ．6

女子 7．754 ．887 ．3511 ．6812 ．6419 、04
32．325 ．627 ．429 ．19L780 ．8

t一値 0．522 ．47＊ 3．76 ＊ 3．05牌 1．7† 3．93艸

＊＊pく．0ユ＊p ＜05　†p 〈．1
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　 表 3 ， 母子関係の 男女別比較

母子関係 （上段
一

平均，下段
一

分 散）

自律性 統制 同一
化 情緒的支持 統制性 受容性

男子 7．066 ．666 ，7111 、06 ユ3．7317 ．78
26，721 ．228 ，130 ．067 ．094 ．9

女子 8．505 ．397 ．1612 ．4613 ．919 ．63
24．924 ．225 ．234 ．768 ．684 ．6

t一値 1．76 † 1．66† 0．5荏 1．530 ．131 ．22

＊ ＊p〈．01＊p く05　†p 〈．1

表4、父 子 関係 の 型 と 男 女 別 人 数

父 子 関 係 母子関係

男 子 女 子 男子 女 子

統制 2 9 2 4

過 保 護 3 11 1 7
受容 5 10 5 10

甘や か し 6 28 9 17

自律 15 27 18 27
放 任 15 14 19 21
拒否 9 7 5 14

残酷 10 5 5 6

平 均 13 13 14 18

カ イ ニ 乗値

5050502h
∠

−−
−「

20．9

図2 、父 子 関係 （数字 は ％ ）

5．87

■ 男子

□ 女子

容的 でや さし い ととらえる傾 向がある．

　また 父 子関係を親子関係の 型別 で み て も男子 で は 「

拒否的 自律型 （放任型 ）」，「拒否型 」，「拒 否的統制 型

（残酷型 ）」が 女子に比 べ て 多 くな り，こ こ で も男子 は

女子 よりも多くの 者が 父 に よ っ て 受け入れ られ て い な

い 型 に 自己 の 父子関係を位置 づ けて い る．逆 に 女 子は

過保護型 ，甘やか し 型 に 自己の 父 子関係を位置づ けて

い る．

　母 子 関係で は 男子 ， 女子 の 違 い は現れな い ．ただ

し，そ れは母親が男子 ， 女子 の 子 どもに 同 じ よ うに接

し て い る こ とに よるの か ， 母 が 違 っ て 接 して い て も子

どもが そ れ を意識 しな い こ とに よ る もの な の か は分か

らない ．また母子関係 を親 子関係 の 型別 で み て も性差

は 現れ な い．

　い ずれ に して も父子関係 の 場合に は，母子関係 とは

異な り， 父 一息子関係 と父 一娘関係 とが 違 っ て い る こ

とは確か で あ り， 父 が娘 に 甘 く息子 に厳 しい とい うの

は現実で あり，リア ル な事実で ある こ とが分か っ た．

注

1） 親子 関係診断尺度 EICA 実施手 引 （日本
・心 理 テ

　　 ス ト研究所）で は 10類型にな っ て い るが本研究 で

　　は 平 均 型 と順 平均 型 を ま と め て 平 均 型 と し，9類

　　型 に した．

趨懸 躍 鞭 轡

す．父子関係 の 型 と母子関係の 型 に性差 の影響が現れ

て い る の か を調 べ るた めカイ ニ 乗検 定 を行 っ た とこ

ろ ， 父 子関係の 型 で 性差 が現れ （x2 〔8）
＝20．9，p 〈 ．Ol），

母子関係 の 型 で は 現れな い （5．87）．図 2は性差 の 現れた

父子関係だ けを取 り上 げて 父 子関係の それぞれ の 型 に

位置する人数 の 割合を グ ラ フ に した もの で ある．男子

で は 「拒否的 自律型 （放任型 ）」， 「拒否型 」， 「拒否的

統制型 （残酷型 ）」が女子 に 比 べ て 多 くな り，女子 で

は 「受容的統 制型 （過保護型 ）」，「受容的 自律型 （甘

やか し型 ）」が 多 くな る．

ま とめ

　父 子関係で は 男女に よ っ て 違 い が あ り， 男子 は 父 が

自分 に対 して 統制 的 で 厳 しい ととらえ，女子は父が受
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